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小
山
美
香
（
生
活
者
ネ
ッ
ト
）

　

化
学
物
質
に
よ
る
室
内
空
気
の

汚
染
か
ら
、
体
調
不
良
を
訴
え
る

シ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
症
候
群
が
増
え
、

体
質
に
よ
っ
て
は
化
学
物
質
過
敏

症
に
な
る
可
能
性
も
あ
り
、
不
安

を
抱
え
て
い
る
。
特
に
学
校
に
つ

い
て
は
、
子
ど
も
の
健
康
被
害
を

未
然
に
防
ぐ
た
め
の
迅
速
な
決
断

と
説
明
責
任
を
果
た
す
こ
と
が
行

政
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。�
生
活

者
ネ
ッ
ト
は
東
京
都
に
対
し
、
大

人
に
合
わ
せ
た
基
準
で
は
な
く
成

長
期
に
あ
る
子
ど
も
対
象
の
基
準

づ
く
り
を
求
め
た
結
果
、
昨
年
か

ら
子
ど
も
へ
の
化
学
物
質
影
響
を

未
然
に
防
止
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

の
策
定
を
始
め
、今
年
１
月
に「
室

内
空
気
編
」
が
作
ら
れ
た
。
ど
の

よ
う
に
対
応
し
て
い
く
の
か
。�

公
共
施
設
だ
け
で
な
く
一
般
住
宅

に
お
い
て
も
、
改
築
・
新
築
時
の

建
材
、
殺
虫
剤
、
床
ワ
ッ
ク
ス
等
、

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
く
指
導
が

で
き
な
い
か
。

　

都
市
建
設
部
長　
�
製
品
安
全

デ
ー
タ
シ
ー
ト
等
で
材
料
を
精
査

す
る
等
、
安
全
を
確
認
し
て
か
ら

引
渡
し
と
考
え
て
い
る
。

　

市
長　
�
一
般
住
宅
等
に
ど
う

い
う
こ
と
が
で
き
る
か
、
市
民
へ

の
周
知
も
併
せ
て
検
討
す
る
。

■
「
相
談
機
能
に
つ
い
て
も
、
関

係
各
課
、
医
療
機
関
等
と
連
携
し
、

体
制
強
化
を
」
と
要
望
し
た
。

 　
　
 
野
見
山
修
吉
（
市
民
の
党
）

　
�
子
ど
も
へ
の
痛
ま
し
い
犯
罪

が
起
こ
っ
て
い
る
が
、�
見
通
し

の
悪
い
公
園
や
学
校
を
調
査
し
、

子
ど
も
の
遊
び
場
の
新
設
や
学
校

の
大
規
模
改
修
で
犯
罪
に
遭
わ
な

い
設
計
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

�
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
よ
う

に
子
ど
も
自
身
の
持
つ
心
の
力
を

伸
ば
す
た
め
に
、
子
ど
も
へ
の
暴

力
防
止
プ
ロ
グ
ラ
ム
＝
Ｃ
Ａ
Ｐ
の

導
入
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
取
り
組
む
場
合

の
支
援
を
せ
よ
。

　

教
育
長　
�
学
校
に
つ
い
て
は

調
査
し
て
い
る
。
ご
指
摘
の
よ
う

に
し
た
い
。�
Ｃ
Ａ
Ｐ
の
意
義
は

十
分
認
識
し
て
い
る
の
で
、
で
き

る
だ
け
支
援
し
た
い
。

　

市
長　
�
公
園
用
地
の
寄
附
が

あ
っ
た
時
は
で
き
る
だ
け
市
民
に

と
っ
て
い
い
方
向
を
考
え
た
い
。

　
�
医
療
・
病
院
マ
ッ
プ
は
い
つ

作
っ
た
の
か
。
新
し
い
も
の
に
作

り
な
お
し
て
ほ
し
い
。

　

福
祉
保
健
部
長　

平
成
７
年
度

に
作
成
し
た
が
、
古
い
の
で
使
い

に
く
く
な
っ
て
い
る
。
来
年
度
に

向
け
て
一
定
の
対
応
を
し
て
い
き

た
い
。

　
�
財
政
難
で
し
か
も
今
後　

年
10

間
多
額
の
退
職
金
を
払
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
小
金
井
市
で
は
退
職

日
直
前
の
特
別
昇
給
は
廃
止
せ
よ
。

　

総
務
部
長　

東
京
都
が
ど
う
す

る
か
、
都
に
倣
っ
て
検
討
す
る
。

渡
辺
大
三
（
民
主
党
）

　
�
宮
崎
市
の
図
書
館
に
行
き
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
事
務
局
長
に
話
を
伺
っ

た
。
小
金
井
の
図
書
館
は
正
規
職

員　

名
で
運
営
し
て
お
り
、
人
件

22
費
は
２
億
千
万
か
か
る
。
宮
崎
市

は
小
金
井
の
３
倍
の
人
口
で
あ
り

な
が
ら
、
正
規
職
員
３
名
、
嘱
託

員　

名
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
職
員
９
名
と
ボ

19
ラ
ン
テ
ィ
ア　

名
で
運
営
し
て
い

180

る
。
正
規
職
員
中
心
の
運
営
を
見

直
す
た
め
に
図
書
館
検
討
委
員
会

を
設
置
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

教
育
長　

図
書
館
協
議
会
の
意

見
を
聞
く
。
で
き
る
だ
け
早
く
民

間
活
力
の
導
入
等
を
諮
問
し
た
い
。

　
�
学
校
給
食
検
討
委
員
会
の
答

申
が
出
た
が
、
調
理
の
民
間
委
託

化
の
是
非
に
つ
い
て
は
両
論
併
記

と
な
っ
た
。
す
み
や
か
に
一
つ
目

の
委
託
校
を
つ
く
る
べ
き
で
は
。

　

教
育
長　

現
在
関
係
課
会
議
を

開
い
て
い
る
。
今
年
度
内
に
一
定

の
結
論
を
出
し
た
い
。

　
�
カ
ラ
ス
の
害
を
防
ぐ
唐
辛
子

成
分
の
入
っ
た
ご
み
袋
が
で
き
た
。

導
入
に
向
け
て
具
体
的
検
討
を
。

　

ご
み
対
策
課
長　

有
料
化
の
際

に
検
討
の
一
つ
と
し
た
い
。

　
�
Ｃ
ｏ
Ｃ
ｏ
バ
ス
の
ル
ー
ト
を

見
直
し
、
郵
便
局
前
で
は
な
く
稲

穂
神
社
前
で
左
折
し
て
は
ど
う
か
。

　

防
災
交
通
課
長　

利
用
実
態
を

調
査
し
、
一
定
の
時
期
に
見
直
し

を
検
討
し
た
い
。

若
竹
綾
子
（
湧
湧
環
境
ク
）

　
�
同
一
世
帯
の
外
国
籍
家
族
名

は
特
に
、
申
請
せ
ず
と
も
ス
ム
ー

ズ
に
記
載
さ
れ
る
よ
う
、
手
続
の

簡
素
化
を
進
め
、
今
ま
で
行
わ
れ

て
こ
な
か
っ
た
市
民
周
知
を
図
れ
。

　

市
民
部
長　

先
進
市
の
前
橋
市

を
参
考
に
整
備
し
市
報
や
窓
口
で

の
Ｐ
Ｒ
を
行
う
。

　
�
住
基
ネ
ッ
ト
市
民
意
向
調
査

に
は
、
接
続
の
是
非
、
選
択
制
の

是
非
を
盛
り
込
み
、
結
果
は
市
政

に
反
映
さ
せ
る
こ
と
。

　

市
民
部
長　

住
基
ネ
ッ
ト
の
安

全
性
に
対
す
る
住
民
の
不
安
な
ど

を
調
査
す
る
予
定
で
あ
る
。

　

市
長　

結
果
は
当
然
、
市
政
に

反
映
さ
せ
る
べ
き
も
の
と
考
え
て

い
る
。

　
�
多
文
化
共
生
の
観
点
か
ら
、

庁
舎
内
の
表
示
を
他
言
語
に
。
ま

た
、
市
Ｈ
Ｐ
の
他
言
語
化
を
急
げ
。

　

総
務
部
長　

計
画
的
に
実
施
し

て
い
き
た
い
。

　
�
ま
ち
か
ら
公
衆
電
話
が
次
々

に
姿
を
消
し
て
い
る
が
、
携
帯
電

話
所
有
率
の
低
い　

歳
代
以
上
の

60

方
々
や
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
緊

急
連
絡
用
の
大
切
な
道
具
で
あ
る
。

　

管
財
課
長　

一
定
の
市
民
要
望

が
あ
れ
ば
市
と
し
て
も
Ｎ
Ｔ
Ｔ
へ

伝
達
が
可
能
。
な
お
、
市
の
施
設

で
は
撤
去
を
と
ど
ま
っ
て
も
ら
っ

て
い
る
。

藤
村　

忍
（
生
活
者
ネ
ッ
ト
）

　

来
年
度
か
ら
精
神
障
害
者
の

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
事
業
が

開
始
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

　
�
当
事
業
で
重
要
な
要
と
な
る

の
が
、
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
当
事

者
と
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
事
業

者
を
つ
な
ぐ
「
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
」
で
あ
る
。
中
立
公
平
性
を

保
ち
、
サ
ー
ビ
ス
申
込
み
か
ら
ヘ

ル
パ
ー
派
遣
後
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
ま
で
ト
ー
タ
ル
な
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
を
す
る
機
能
を
市
が
担
う

の
が
理
想
的
で
あ
る
が
ど
う
か
。

�
所
管
課
で
あ
る
健
康
課
に
つ
い

て
、
保
健
師
1
人
含
め
て
３
人
で

対
応
し
て
い
る
現
体
制
で
は
無
理

が
あ
る
。
ま
た
、
相
談
事
業
等
他

の
業
務
に
も
十
分
対
応
す
る
た
め

に
は
、
精
神
保
健
福
祉
業
務
全
般

を
健
康
課
か
ら
障
害
福
祉
課
に
移

管
す
る
と
共
に
、
保
健
師
等
の
専

門
職
を
増
員
し
、
福
祉
分
野
で
き

ち
ん
と
対
応
で
き
る
体
制
を
整
備

す
る
必
要
が
あ
る
。

　

健
康
課
長　
�
医
療
関
係
機
関

に
委
託
を
考
え
て
い
る
。

　

市
長　
�
健
康
課
で
対
応
す
る

こ
と
は
間
違
っ
て
い
な
い
。
業
務

に
関
し
て
は
、
現
在
の
人
員
体
制

の
中
で
や
り
く
り
し
、
民
間
委
託

で
き
る
も
の
は
委
託
す
る
や
り
方

が
一
番
効
率
的
だ
と
考
え
る
。

室
内
空
気
の
汚
染
か
ら

子
ど
も
た
ち
を
守
る
た
め
に

外
国
籍
の
家
族
の

住
民
票
記
載
に
つ
い
て図

書
館
運
営
に

市
民
活
力
の
導
入
を

精
神
障
害
者
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

漢
人
明
子
（
市
民
自
治
）

　

総
理
府
（
当
時
）
の
調
査
に
よ

る
と
、
夫
か
ら
命
の
危
険
を
感
じ

る
く
ら
い
の
暴
行
を
受
け
た
こ
と

が
一
度
で
も
あ
る
と
回
答
し
た
女

性
は　

％
、
約　

人
に
１
人
。
小

4.6

20

金
井
市
の
人
口
に
当
て
は
め
る
と

２
千　

人
の
女
性
と
な
る
。
子
ど

125

も
の
被
害
も
想
定
さ
れ
、
大
き
な

問
題
だ
。�
市
役
所
内
の
Ｄ
Ｖ
に

対
応
す
る
体
制
は
不
十
分
だ
。
連

携
体
制
の
確
立
を
急
げ
。�
被
害

者
の　

％
は
医
療
機
関
に
か
か
っ

59

て
い
る
。
Ｄ
Ｖ
相
談
緊
急
連
絡
先

広
報
カ
ー
ド
を
医
療
機
関
に
も
置

き
協
力
を
求
め
な
い
か
。�
緊
急

一
時
保
護
施
設
は
不
足
し
て
い
る
。

無
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
カ
ン
パ
に

よ
る
民
間
シ
ェ
ル
タ
ー
が
活
動
し

て
い
る
が
、
財
政
難
で
維
持
が
難

し
い
。
清
瀬
市
、
国
分
寺
市
に
続

い
て
補
助
を
し
な
い
か
。

　

広
報
広
聴
課
長　
�
各
課
で
情

報
を
共
有
し
連
携
す
る
。�
３
千

枚
作
成
。
庁
内
連
絡
会
を
設
置
し

検
討
す
る
。�
多
摩
地
域
民
間

シ
ェ
ル
タ
ー
連
絡
会
か
ら
も
公
的

財
政
支
援
の
依
頼
が
来
て
い
る
。

　

市
長　
�
検
討
し
た
い
。

■
他
に�
今
年
度
作
成
の
人
材
育

成
基
本
方
針
に
合
わ
せ
「
女
性
職

員
の
能
力
発
揮
の
た
め
の
指
針
」

を
策
定
す
る
こ
と
と
、�
市
民
の

た
め
の
市
民
参
加
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

を
作
り
広
報
す
る
こ
と
を
要
請
。

D
V
被
害
者
が
自
信
と

勇
気
を
持
て
る
取
組
を

子
ど
も
が
犯
罪
に

ま
き
こ
ま
れ
な
い
た
め
に

子どもが犯罪に遭わない校舎が望まれる小金井市立図書館に市民活力の導入を

「緊急連絡用の大切な道具」である公衆電話
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